
みつこ うえにし 

講師：上西 充子さん 

むさしの市民平和月間2019 

 法政大学キャリアデザイン学部教授、同大学院キャリアデザ

イン学研究科教授。 

2017年3月に衆議院厚生労働委員会にて、2018年2月と

2019年2月に衆議院予算委員会にて、意見陳述(求人トラブ

ル問題、裁量労働制データ問題、統計不正問題)。 

2018年6月より、国会パブリックビューイング(@kokkaiPV)
代表。 
 著書に、『呪いの言葉の解きかた』(2019年、晶文社)『大
学生のためのアルバイト・就活トラブルQ&A』(石田眞さん・
浅倉むつ子さんとの共著、2017年、旬報社)、監修に『10代
からのワークルール』(2019年、旬報社)など。 
『Yahoo! ニュース 個人』や『ハーバー・ビジネス・オンラ
イン』に「働き方改革」など時事問題を寄稿。  

  関心のある方どなたでもご参加いただけます。 

  定 員：40名（申込不要・直接会場へ） 

  参加費：資料代500円 

  主 催：上西充子さんのお話を聞く会 

  問い合わせ：tel 0422-36-3767 

  mail musashino@seikatsusha.net 

昨 年、流行語大賞にノミネートされた「ご飯論
法」ってご存じですか？法政大学の上西充子教
授がtwitterに投稿したことから広まりました。 

 「朝ご飯は食べましたか？」という質問に「ご飯」の
意味を故意に狭い意味にとらえ、「ご飯(米)は食べてい
ない(が、実際はパンを食べている)」と答えるといった
具合です。主に国会質疑で政府側が野党の追及をかわす
ために論点をずらしたり、ごまかすために使われまし
た。 

 その上西さんをお招きし、著書『呪いの言葉の解きか
た』を中心に「文句を言うな」「君だって一員なんだか
ら」「嫌なら辞めちゃえば?」「母親なんだからしっか
り」等々。政権の欺瞞から日常のハラスメントまで、隠
された「呪いの言葉」を解説していただく、目から鱗
(うろこ)の120分です。  

呪いの言葉の解きかたinむさしの 

安倍政権の言説戦略とは？ 

▲晶文社刊 2019年 

そう てん いん ぺ い 

三鷹駅北口下車 徒歩３分 

11/1 （金） 

19:00～21:00 

かたらいの道 
市民スペース 
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